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- - a(T'〔 < e~ 郎 > + (8汗 i急 くe~擁 > . (x｡ x=o 〕<U>

が導かれるo ここに <e- 8-h>+(Ⅹ摘 く0> - Ⅹ で ,一つの格子点の spin

が 0- 1なる条件下でその格子点に働 く local fieldを F,とするとき e一 郎

の集団平均 を示すC 更に外場 Hが存在 して 記a氾11も- ian 日ニ ーgoi鴇 がI,
加わるとH,お よび < o> について-次の範囲で

cL<5>
aち

がえ られ

一吋 〔<e-舶 >十 も… 濃 く e~都 >+(I,)だ ｡〕くq5

--a(T)如 く e-如 > .十 回

d< tT>
ニー - 0 のとき

也 ち

<二g> - 如 く 9-舶 >+(O)

く0~紬 >+(o汗 ‡dx<]/qpn>+勘 Ⅹ=｡

となるo 定義によ｡ T - Tcで も く8--舶 >+伸 ま 侶 こ近づかないので,感知

時間 と葡敵背は同型 の梅異性 をもつことが判るoこの理論 の基礎 とな った前述

の仮励 ま外場 H-の下で系を平衡状態に しておき,ついで外場を Oに した初期 に

ぉいては厳智に成立 っている筈で,少 (もそのときの緩和時間 は帯磁率 と同塾

の特異性をもつことが云え る｡ このことは阿部龍蔵氏 も別 の方法で導かれた 由

である｡

Time Dependenも Is土ngModel
With Long Range 111ユteraction

山 田 知 司 (九 大 援 )

相転移点近傍における sta七icな性質は,最近 まで よく調べられているo し

か しなが ら相転移点近傍における Dynam土calな性質は,理論的にあ まりよく
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知 られているとはいえないOここでは,それを調べる目的 のためこも っとも簡

単な 皿Odelとして Ising Spin 系に対する Glauberlmodelをと った.こ

の Spin- flip mC)delに関して は, Spin- flipが まわ りの Spin との

interaotionに よ って,そ の 壬●1ipの確率が きまるとい うことを考えると,

平衡 統計力学にお いて Broutあるいは Lebowiも乙 etalらに よ って発展 さ

せられた⊥ 展開あるいは r〝展開の方法を使うことができるO (ここで ,Zはa

nearest - neigblourの数 , Tは, interaction r･angeの逆数, リは

dimenoユ､Onの数｡)そ して･ dlagramを用し､ることにより,見通 しよく運

動方程式を処理 することができるO

具体的な例として･ ユinear- dynami.Gaユ suscepもibllityを求めた｡

それは 0(r2リ1 までで ,次のようになるOそ して ,次 の蓑 式の有効な範囲は

ry～< △ C

である｡

I(W)=～

G′(cu)=～

LW+1

PiL42+ Wo′ - 2L(O)+2G′(叫 )

) - 2iJJ'Ll(ユ ′ (W)

8･/T4n2日ia)5

F (td/iidK2)

F(I)=～ 一〇I C<ぎ二1

b ㍗

-～ ㌻ in C ~㌃ >> (>> 1

ここで,b,Cは constanも,K- kB(T-Tc)/a で C｡rrelation

lengthの逆数･aは･Jq- Jo- dq2 + -･- (α ～ 叫 了 2) -t展 開し

た韓の係数｡

T- Tcで ぷ- 0であるか ら,相転移点近傍では･W～βaK2程度 の

low freq11e･nC-yでも･polydispersive partは大 きくなる｡ しか し,

O-I(W)紘 ,0 (γ2リ)であ り,窟量的には ,小さな寄与 しか与えないO (あるい
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紘,△e→ 0(γ 2リ)に ならない と大 きな寄与 とな らないO) これ は,計算機

実験.(Matsubara etal) の結果 と consistentである ように 見える｡ し

たが って ,この modelを考 え るかぎ り,嚢験 的に KDP な どで 見出されてい

る poly- dispersive natureを 説明で きそ うもないo

また ,､波数 dependenもな Sもatic susceptiblユity は

gqto)=
iH lV12 +Wq′i

1-PJq(M2+Wq′)

であ り, p-llr- COfJrelaもionの OrnsもeinT Zerrlike型か らの可 能なず

れ は W q′が ･ T- Tc で ･ qに 開す る依存性が q2からはずれ て くる ことか ら

生ず ると考 えられ るO この 甲q'と･ frequency dependenもな S･lSCePもト

bility I(a,)の中の W∴ G'(項 ま,いずれ も同 じ multi S･Pln Cluster

functionsから生ず る termであ り,その意味 にお いて, polydispersive

nature と, Ornstein- Zernike型 か らのずれ は,関係があ るとい うこと

になるO (mulも1- SPin cluster fn_を無視 する近似 .にお t/､て ･,Ji,mono

- dispersiveでかつ ,P_air correlat10n は ,OrrlSteln- Zernike

型 しか得 ることがで きない O

Kinetic Isirig Model-非線形効果-

松 平 昇 (日大教養 )

庄Iauber modelにもとづき. flucもuatiorlが 大きい場合 の緩和過程 に

及ぼす非 線形 効果 を論 じた｡詳経は J.苧hys.Soc. (Ja.pa.n) 25日967)

252- 240に発表 してあ るO

(西 川 記 )
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